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学 術 雑 誌 の引 用 動 向

－ＪＣＲの統計指標の見方－

１。はじめに

学術雑誌の客観的な評価値としてよくイン

パクトファクターが用いられます。「病院図

書室」でもシリーズ＜臨床に役立つ雑誌＞の

解説に添えて各分野のインパクトファクター

が引用されています。このＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒは

ＩＳＩ社のＪｏｕｒｎａｌＣｉｔａｔｉｏｎＲｅｐｏｒｔ（以下ＪＣＲ）

から引用されているものです。引用データの

“統計年鑑”ともいえる ＪＣＲは通常毎年秋口

に発行されます。このインパクトファクター

およびそれ以外の ＪＣＲで出されている各指標

について、それらが雑誌の引用動向の何を表

すのかをここでみていきます。

２．ＳＣＩとＪＣＲの違い

ＪＣＲは学術雑誌の引用データを各雑誌ごと

にまとめたユニークなレファレンスツールで

す。Ｓｃｉｅｎｃｅ版 とＳｏｃｉａｌ Ｓｃｉｅｎｃｅ版のふたつ

のエディションがあり、１９９４年から発刊され

始めたＣＤ－ＲＯＭ版（Ｗｉｎｄｏｗｓ版）が便利です。

古くは１９７５年に創刊され、印刷体であった

当時はＳｃｉｅｎｃｅＣｉｔａｔｉｏｎＩｎｄｅｘ（以下ＳＣＩ）

の最終巻として出されていました。この ＳＣＩ

でぱ 特定の論文がどの論文を引用している

が あるいぱ どの論文に（誰に）引用され

ているが など論文間の引用、被引用の関係

がわかります。 ＪＣＲは同じ方法で、雑誌を引

用分析したものです。“この雑誌はどの雑誌

によく引用されているが “どんな雑誌をよ

た な はし よし こ：ＩＳＩジャ パ ン
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く引用するが がわかります。雑誌について

の引用データをまとめてあるので、最もよく

引用される雑誌、影響力の高い雑誌などが各

分野について評価できます。従って ＪＣＲでは

“この論文は何回引用されたが という個々

の論文の調査はできません。 ＪＣＲは学術雑誌

の評価の参考になる、あるいは雑誌の引用動

向をみるツールです。

３．病院図書室にとってのＪＣＲ

雑誌の評価といえば図書室では、どの雑誌

を新規購入あ るいは購読中止にするか、コレ

クションの選択時に ＪＣＲの引用分析を参考材

料として使うことが考えられます。限られた

予算の中で雑誌を 選定する作業には利用者の

意向をアンケート、インタビューなどで集め

るとともに、 ＪＣＲの引用データは客観的評価

として利用できます。

次に、医療関係従事者が主な利用者である

病 院図書室にとって、おそらく最も多い質問

ぱ この雑誌のインパクトフ ァクター値はい

くつが という クイックレフ ァレンスでしょ

う。これには図 １のように ＪＣＲの基本表から

“ＭｏｖｅＴｏ ” ボタンを使って特定の雑誌名を

探します。

また、研究者が投稿誌を選ぶ際にはほかの

雑誌との比較・分析をします。あるいは学会

誌の編集者にとっては専門雑誌の引用動向は

重要な情報です。 そうした場合には分野別リ

ストを作成したり、雑誌ごとに“どんな雑誌

によく引用されているが （ＣｉｔｅｄＪｏｕｒｎａｌ
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図Ｉ ＪＣＲのＪｏｕｒｎａｌＲａｎｋｉｎｇ基本表

図２ ＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒの計算内訳
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Ｌｉｓｔｉｎｇ）などの表を調べます。

４． ＪＣＲの収録誌と収載データ

ＪＣＲ（ＳｃｉｅｎｃｅＥｄｉｔｉｏｎ）は約４，６００誌の引用

データを収載しています。ＳｃｉｅｎｃｅＣｉｔａｔｉｏｎ

Ｉｎｄｅｘ と同じように、自然科学分野のコア

ジャーナル、重要誌が厳選されています。ＪＣＲ

の収録誌は重要な学術論文が多く発表される

雑誌を専門家による一貫した基準により選定

しています。

図１のように ＪＣＲの基本表は収載誌一覧で

１行に１雑誌の５つの統計データが示されて

います。 ＪＣＲの１９９６年版を例に各データにつ

いてみると、

Ｏ ）Ｔｏｔａ１Ｃｉｔｅｓ（総被引用数）は雑誌が

１９９６年の１年間に引用された総数です。

このＴｏｔａｌ Ｃｉｔｅｓ の高い順に並べ替える

ど 最もよく引用される雑誌”がわかり

ます。

（２）ＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ インパクトファクター

は、一論文あたり何回引用されたかの被

引用率を出していますが、対象は前２年

間の論文がその１年にどれくらい引用さ

れたかを基準にしています。同分野にお

ける雑誌の重要度を比較するときに有効

に使えます。すなわち、インパクトファ

クターによれば、雑誌の出版部数の多少、

発行頻度数の違い、あるいは刊行年数の

長短による偏りを除いて、比較すること

が可能となるのです。ただ、これは絶対

値ではないので、注意する必要がありま

す。あくまで相対的な比較値です。

ＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒの計算式（１９９６年版）＝Ａ／Ｂ

Ａ＝１９９４年－９５年にある雑誌に掲載された論

文が９６年中に引用された総被引用回数

Ｂ＝１９９４年－９５年にある雑誌が掲載した論文

総数

（３）ＩｍｍｅｄｉａｃｙＩｎｄｅｘ（最新文献指数）は、

－１１８
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ホットな論文を載せている雑誌がわか

ります。１９９６年に出版された論文が、い

かに多く同年中に引用されているかを示

す指数です。

その年に発行されかつ引用された被引

用数をその年に発行された論文総数で割

っています。インパクトファクターと同

様、ある雑誌が１論文あたり何回引用さ

れているかを算出しますが、対象は最新

１か年の統計値です。すなわち１９９６年度

版の最新文献指数は、ある雑誌において

１９９６年に発行されかつ１９９６年中に引用さ

れた論文の総被引用数を１９９６年に発行さ

れたその雑誌の論文総数で割算していま

す。

（４）ＣｉｔｅｄＨａｌｆ－Ｌｉｆｅ（被引用半減期）は、

引用論文の新しさの割合、文献が引用さ

れ続ける期間の尺度、いわゆる文献の寿

命を表すものです。

１９９６年中にその雑誌が受けた総被引用

数をそれぞれの論文の掲載年へ振り分け、

年度別に遡って、その累積百分比が総被

引用回数の半減値、すなわち５０％にあた

る年に至るまでの期間を算出しています。

半減期の大小は雑誌の価値を示すもので

はありません。引用のばらつきを遡及し

て見れば、廃棄・別置基準の目安にも使

えます。この値が高い雑誌は、細々なが

らも長く引用続ける基礎論文があると考

えられますし、値が小さい雑誌は、論文

がすでに消費されている割合が高いので

す。例えば、図５にあるように、Ｃｉｔｅｄ

Ｈａｌｆ－Ｌｉｆｅが３．６などの雑誌は５年以上前

のバックナンバーは別置の対象にするな

ど、保存場所の決定の参考にもなります。

５。 雑誌間の引用関係を分析する

引用誌リスト（ＣｉｔｉｎｇＪｏｕｒｎａｌＬｉｓｔｉｎｇ）被

引用誌リスト（ＣｉｔｅｄＪｏｕｒｎａｌＬｉｓｔｉｎｇ）では、

ある雑誌がどんな雑誌をよく引用しているか、

あるいはどんな雑誌に引用されているかが分

かります。雑誌間の引用関係を見ることで、
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主題傾向、研究者間でよく使われる雑誌、競

合雑誌がわかり、専門雑誌のネットワークが

描けます。各リストでは、引用誌、被引用誌

が引用回数、被引用回数の多い順に並べられ

ています。

この表を調べるとある雑誌が属する専門分

野のコアジャーナルとの関係、あるいは専門

分野以外の雑誌とどう関わっているかもわか

ります。またその雑誌がどういう読者層を持

つかも推測され、どの雑誌に投稿するかを決

める目安にもなります。このように引用関係

によっても、特定の専門分野における中核的

な雑誌とそのサブグループを識別できます。

例えば図３でみると Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎは自誌引

用が一番多く 次にＪｏｕｒｎａｌｏｆｔｈｅＡｍｅｒｉｃａｎ

ＣｏｌｌｅａｇｕｅｏｆＣａｒｄｉｏｌｏｇｙ、続いて Ａｍｅｒｉｃａｎ

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣａｒｄｉｏｌｏｇｙ に良く引用されてい

ることがわかります。

６．“Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ”を他誌と比較する

まず、「Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ」 がどの分野に分類

されているかを ＰｕｂｌｉｓｈｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎで確

認すると（図４）、 ＪＣＲでぱ Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ

ｖａｓｃｕｌａｒｄｉｓｅａｓｅ”ど Ｈｅｍａｔｏｌｏｇｙ（血液病

学）”のふたつの分野に属しています。この

ふたつの分野と前述のように“Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ”

は心臓病学の雑誌に良く引用されているので。

“Ｃａｒｄｉｏｖａｓｃｕｌａｒ”も合わせた３分野でフィ

ルターをかけ（抽出し）、インパクトファク

ターでソート（並べ替え）をしますと図５の

結果がでました。左の欄にマーキングがつい

ているものはＨｅｍａｔｏｌｏｇｙ分野のものです。こ

のように分野別で比べる場合、雑誌がどの分

野に属するかを出版社情報によってその雑誌

のカテゴリーを確かめます。ランキングの並

べ替えには総被引用数順、ＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ順、

ＩｍｍｄｉａｃｙＩｎｄｅｘ順、論文総数順、被引用半減

期順が可能です。

各指標を他の雑誌との間で比較対照すると

きには、雑誌の出版関連事項を確認すること

が重要になります。すなわち、分野、刊行頻

度などはＰｕｂｌｉｓｈｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（出版情

報）で確認します。例えば、発行頻度、出版

国、言語、主題分野などは、インパクトファ

クター値などを適切に理解するのために欠か

せない事項です。

了。 図書室のコレクション再考

外国雑誌の購入には多額の予算が必要です

が、すべてを所蔵するわけにはいかない現実

があります。雑誌の購読取り消し、新規購読

の決定に至るまでには、様々な特殊事情が考

慮されます。そうした特殊事情と併せ見て、

図書室での総合的コレクション再考には ＪＣＲ

のＦｉｌｔｅｒｉｎｇ、Ｍａｒｋｉｎｇ、Ｓｏｒｔｉｎｇ の機能を組

み合わせ、図書室コレクション一覧を作るこ

とも参考になります。一般的な抽出方法とし

てはソートの指定がない状態（雑誌名のアル

ファベット順）のＪｏｕｒｎａｌＲａｎｋｉｎｇｓ上で雑誌

タイトルごとに Ｍａｒｋｉｎｇする方法と、フィル

ターで複数の分野を選び、必要な雑誌をマー

キングして取り出す方法、単一の分野ごとに

マーキングしていく方法など、目的により効

率的な方法を選んでください。

８。インパクトフ ァクターに影響する要因

雑誌のサイズの変化、タイトルの変更など

はインパクトファクターに影響します。例え

ば、図 ３の Ｈｅａｒｔは１９９６年に ＢｒｉｔｉｓｈＨｅａｒｔ

Ｊｏｕｒｎａｌ からタイトルが変更した例です。タ

イトルが変わって最初の年 は、新しいタイト

ルがインパクトファクターなしで載せられま

す。インパクトファクターを算出するための

‘その前 ２年間の文献数’がゼロだからです。

旧タイトルは通常のインパクトフ ァクターと

ともに掲載されます。次の年には新タイトル

と旧 タイトルはそれぞれのインパ クトファク

タ ーを持ち ます。新 タイトルのインパ クト

ファクターは、文献数が若い文献のみを 含む

ので低くなりますし、古いタイトルのインパ

クトファクターは、古い文献のみを対象とし

ているので高くなります。これらを結合させ

て計算するには、その前 ２年間にわたる引用

数を合計し、ふたつのタイトルの文献総数で

－１１９－



割ってください。

このようにただ漠然とランキングを決めて

しまうのではなく、雑誌の比較には諸事情を

考慮する必要があります。

９。おわりに

ＣＤ－ＲＯＭ版になったことでＪＣＲはこれまで以

上に利用が一般に広がってきました。ＪＣＲを

病 院図書室 Ｖｏｌ．１７Ｎａ４，１９９７

利用した研究論文の出版は１９９４年以降増え続

けています。

そうした論文からはＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ利用の

警鐘も含めて各分野の雑誌評価について多く

を学べます。病院図書室での利用の可能性を

まとめてみましたが、これからまた現場から

のフィードバックが生まれてくることを願う

次第です。
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図３ Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎはどんな雑誌によく引用されるか？

図４ 出版者情報の例
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病 院図書室 Ｖｏｌ．１７Ｎａ４，１９９７

図 ５ 分野を指定し並べ替える例
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